
DX時代をリードする

高度介護人材の育成
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-愛知から始まる高校福祉の新潮流-
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-科学的根拠に基づく介護実践（EBC）-
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０１ MHSビジョン

科学的裏付けに基づく介護（EBC）を実践するために必要な、高度な介護

スキルを育成する。

01

02

03

課題解決型学習 (KOCHINO PBL)を通して地域の課題解決に挑戦し、

DX時代に必要なリーダーシップや課題解決能力を養う。

拠点校の取組の成果を他校に還元し、福祉を学ぶ高校と産業界との

新たな連携を創出する。



０２ 現状と課題

福祉教育の

DX対応と産学連携

時代を切り拓く力

の育成

ネットワーク

機能の充実

01 02 03

DX推進や科学的介護対応

のため、福祉系高校の専門

教育充実と産業界連携が

課題である。

これからの時代を切り拓く

課題解決能力やコミュニケ

ーション力を育む教育の充

実が課題である。

各校で産業界との連携を進

めているが、ネットワーク不

足で持続的な体制構築に

課題がある。



０３ 育成を目指す力



０４ 事業内容



０５ 事業展開イメージ

〇愛知県高等学校福祉教育研究会加盟校

・県立古知野高等学校

・県立高浜高等学校

・県立宝陵高等学校

・県立桃陵高等学校

・県立南陽高等学校

・県立福江高等学校

・県立杏和高等学校

・県立岡崎東高等学校

・県立瀬戸北総合高等学校

・県立海翔高等学校

・県立一宮北高等学校

・県立豊田東高等学校

・県立豊橋西高等学校

・名古屋市立西陵高等学校

・菊華高等学校

・名古屋大谷高等学校

・豊田大谷高等学校

・安城生活福祉高等専修学校

計18校（県立１３校、市立１校、私立４校）



０６ 今年度の目標



０７ 取組内容① -科学的根拠に基づく介護実践（EBC）-

01 介護×ICTの実践 -テクノロジーの善き使い手に-

0２ 科学的介護の実際 -データを活用した介護過程の展開-

0３ 認知症ケア最前線 -科学的アプローチで症状改善-

【１年生】（株）ケアコネクトジャパンより、ICT機器の操作方法を学んだ。

【２年生】社会福祉法人愛生館へ施設見学に伺い、見守りシステムなど最新のICT技術を学んだ。

【１年生】産業実務家教員の授業２４時間が終了。導入したスカイリフト２台で移乗介護を学んだ。

【２年生】産業実務家教員の授業１６時間が終了。眠りスキャン、体圧測定器などのデータを分析した。

【２年生】産業実務家教員の授業２０時間が終了。

認知症への多様なアプローチ方法を学び、介護実習でその学びを生かすことができた。



科学的根拠に基づく

介護実践（EBC）



０８ 取組内容② 課題解決型学習（KOCHINOPBL)の推進

01 人と人との「つながり」を実感できる地域づくり -共に生きる力を育む-

0２ 福祉・介護の魅力発信 -THINKER to DOER-

0３ 元気で笑顔あふれるまちに –高校生考案の健康づくり-

・地域包括支援センターなどと連携して認知症カフェの企画・運営に携わることができた。

・日本福祉大学と連携し、小中学生向け福祉教育冊子【ＣＯＮＮＥＣＴ】を現在作成中。

・介護職員へのインタビューを実施。魅力発信動画を編集中。家族介護者向けの動画も撮影した。

・他の高校とコラボし、福祉・介護を学ぶ高校生の姿をTikTokやInstagramで発信中。

・愛知県理学療法士会の監修のもと、認知症対策とフレイル対策の体操を考案した。今後、地域の

  有料老人ホームに訪問し、実践させていただく。考案した体操は動画にし、広く配布する予定。



課題解決型学習

（KOCHINOPBL)

の推進



０９ 今後の課題

01 介護DXの学びを実践に繋げる環境整備

0２ 地域課題解決の検証と持続可能な取り組みの深化

0３ 成果共有の強化と地域連携の拡大

・介護DXについては、授業での学びを実践に繋げるため、介護実習施設との連携を強化し、

  生徒が現場で実践的なスキルを習得できる環境整備が必要である。

・今年度の成果を基盤に、地域での実践を重ねつつ、真に地域課題の解決に繋がっているかを検証し、

  持続可能な取り組みを深化させていく必要がある。

・拠点校として事業の推進に注力するあまり、域内の高校等への成果やノウハウの共有が十分に進ま

  なかった。他校も地域との新たな連携を生み出せるよう、成果物の共有などをさらに進めていきたい。



１０ 連携体制構築について

２０２２年度 ２０２６年度 ２０４０年度

介護職員数 必要数
現状推移を見込んだ

介護職員数
必要数

現状推移を見込んだ
介護職員数

１０４，８４５ １２８，４６１ １１０，２８１ １４５，１７５ １１１，６５９

介護職員必要数 愛知県
厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」

次世代の福祉を担う人材育成は重要な課題である
（単位：人）

産学官との連携による福祉教育の充実

産学官との連携を強化した仕組みづくり
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